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はじめに
　
博覧会の時代と呼ばれる一九世紀の後半、日本の明治政府も殖産
興業及び一日も早く列強と肩を並べるために、内国勧業博覧会（以下、内国博と略す）の開催に踏み出した。その後 政府主導の内国博は五回を重ね、その最後は一九〇三年大阪で開かれた第五回内国博であった。しかし 同じ「内国博」 いう名称 はあっても、時間の流れとともに博覧会の性格は変わっていった。　
近年、國雄行氏は内国博の分析に取り組んで、博覧会の公式の報
告書をはじめ、民間の新聞・雑誌 記事など様々な史料から、明治期の博覧会の状況を浮き彫り した。そこで 明治期における博覧会が網羅的に取り上げられてお 、各内国博の基本情報だけでなく、それぞれの特徴、注目すべき点についても言及されている。しかし、明治期の内国博を総合的に分析するためには 通史的な手法だけで
は不十分である。　
國氏の整理によれば、各回ごとの内国博研究は、第五回内国博を
除けば非常に少ないとされる。一九〇三年に大阪で行なわれた第五回内国博が注目されるのは、それまでの博覧会にない新しい要素（娯楽、外国人個人の出品、植民地の展示）がみられ、数字から見ても、会場面積をはじめ、出品者数 入場者数にいたるまで、従来の内国博とは一線を画した博覧会であったからであ
る
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（
。第五回内国
博の先行研究は、①概説、②博覧会 物の分析、③経済史的分析、④社会史的分析、⑤美術史的分析の五種類に類型化することができる。そこでは、 「現在」の経済史 社会史 美術史などの目線 博覧会が再構築され 当時 博覧会における経済、社会 美術などの側面 浮き彫りにされたといえる。　
しかし、 「当時」の人々にとって博覧会とはいかなるも であっ
たのか、あるいは博覧会がいかに伝えられた かという問題について、今までの研究で あまり重視されていな 。現在の学問分野か
博覧会はいかに伝えられたか
　　
伊能嘉矩の博覧会記事を中心に
　　
 
江
　　
永
　　
博
四八
らの分析だけでなく、博覧会というイベントが当時実際に博覧会に参与した人の目にどのように映ったのかという問題が明らか なれば、近代日本における博覧会像の実態はより明確になるに違いない。　
先行研究のなかで本稿に関連して特に注目すべきは、一九〇三年
の第五回内国博を中心 「博覧会と異文化表象」について議論を展開した松田京子氏の研究であ
る
）（
（
。同氏はまず博覧会を、知的枠組が
展示物や食べ物、匂い、歌、踊りなど様々な方法を通して、広範な人々に提示される「場」として位置づけた。つぎに、第五回内国博における台湾館と学術人類館の「異文化」展示を取り上げにおける帝国主義的な側面を浮き彫りにした。そ 方法として 台湾館 「蕃人土俗」展示の担当者である「植民地官僚」伊能嘉矩と、学術人類館の担当者である 学 坪井正五郎の二人を取り上げ、彼らの研究及び両パビリオンにおけるそれぞれの担当箇所に対して分析検討した。　
このように直接に博覧会の展示を担当した人物を取り上げて、博
覧会の性格を論じるという手法は、今までの博覧会研究には見当たらず、こ ような手法を通して松田氏は「帝国 視線」から見た第五回内国博を浮き彫りにした。 かし、松田氏の場合、あら じめ「帝国の視線」という前提が設定されており、松田氏によって描かれた博覧会像が、必ずしも取 上げられた人物の博覧会観と一致しているとは言い切れない。松田氏は取り上げた人物の「帝国の視線」と関わりがある部分にしか言及していないのである。そこで本
稿では、伊能嘉矩に焦点を絞り、彼が書いた文章にもとづいて、その博覧会観の全貌と当時博覧会がいかに伝えられていたのかと う問題について検討してみたい。　
伊能嘉矩といっても、日本では、台湾史研究・民俗学研究や彼の
出身地の遠野以外では、あまり馴染みのない人物であろ
う
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（
。先述し
た松田氏の研究では、伊能は「台湾総督府官僚」として登場している。また松田氏は、伊能に関する先行研究の中で最も言及されている伊能の「原住民実地調査」の方法及びその結論を、第五回内国博における伊能の担当箇所と結びつけてい 。松田氏 研究は伊能と博覧会との関係に関する最初の系統的な論述 あると考えられるが、他の伊能嘉矩研究と同様に、伊能 「人類学者」として 側面だけを強調する傾向が認められる。確かに、 帝国 視線」を描くために、伊能の「原住民研究」及びそれによる展示を「異文化 として位置づけることは、一つの方法ではあろう。しかし、伊能と博覧会との関係は 必ずしも台湾原住民研究及びそれによる展示のような異文化 提示という点にとどまるわけではなかっ　
伊能が「原住民専門家」であったことにより、総督府の命を受け、
第五回内国博委員となったのは否めないことであろう 伊能は博覧会委員となり、出品展示の担当を通して、 の展示を担当側でしか見ることのできない実態を目に た。このような経験を踏まえて、伊能は独自の博覧会観を養い、それをもとに博覧会に 連する記事を書いた。その数は八〇篇にも及ぶ。
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これらの記事には、松田氏が扱った第五回内国博の外に、一九〇七年に開催された「東京勧業博覧会」の関連記事も多数認められる。東京勧業博覧会は、現在、実質的に第五回内国博のあとを継いだ博覧会と見なされている。すでに触れたように、第五回内国博は従来の内国博 は一線を画した博覧会であったために注目されている。しかし、実質的にそのあとを継いだ も 主催者が明治政府ではなく、東京府という一地方であったことから、一つの画期として注目すべきだと思われる。さらに、第五回内国博と比べて、東京勧業博覧会における展示 いかなる変化があったかという問題も見逃してはならない。しかし、東京勧業博覧会 関する先行研究は皆無と言っ も過言ではない。先述した國氏の研究においても、開催時間、会場、第五回内国博と 比較 夏目漱石が『虞美人草』のなかで言及した博覧会関連の内容 どに関する情報しかな 。それ故に、本稿では伊能嘉矩執筆の博覧会記事の分析によって、博覧会が当時実際に参与した人の目にいかに映った かという、今まで重要視さ てい い問題や 伊能の博覧会観の全貌、東京勧業博覧会の実態などにつ て明らかにしていきた 。
一．伊能嘉矩と博覧会
　
まず、伊能の生涯について、簡単に触れておこう。一八六七年に
現在の岩手県遠野市で生まれた伊能嘉矩の生涯は、三つの時期に分
けられる。第一は台湾渡航前であり、この時期の様々な経験が、以後の伊能に重大な影響を与えた。その中で最も重視されるのは、一八九三年に人類学と出会ったことである。伊能の台湾渡航が実現するきっかけとなったのは伊能の書いた趣意書「余の赤志を陳べて先達の君子に訴
ふママ
」が当局者に認められたためと考えられてい
る
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（
。し
かし、現在残された伊能の著作の種類及びその内容を見ると、人類学以外に 伊能が幼い頃から勉強してきた国学・漢学・歴史などの学問的基盤も等閑視すべきではないことがわかる。さらに、もう一つ注目したいのは一八八九年一〇月、毎日新聞社に入社し、約五年間、編集に関する仕事に従事して たことである。伊能は人類学者として台湾への渡航が認められたが、台湾渡航前にすでに国学・漢学・歴史などの学問的基盤を養い、さらにジャーナリストとしての性格をあわせもつよう なっていたのであ 。　
第二は約一〇年間にわたる台湾滞在期である。伊能は台湾総督府
の下級職員として、如何なる業績をあげたの
か
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（
。伊能は台湾渡航前、
人類学の師坪井正五郎に「彼の地に至らば台湾人類学会を起こしては如何」と言われた。そこで、一八九五年一一月、台湾に上陸 ると、翌月、総督府技師の田代安定とともに「台湾人類学会」を組織した。また、この時期の伊能の活動として最も重視されるのは、彼が行なった台湾の「蕃人」と歴史・地理に関する実 調査で
る
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（
。
その理由は、調査の結果、台湾全島 「蕃人」について、初めて人類学の手法による体系的な著作『台湾蕃人事情』が出版されたこと、
五〇
伊能が実地調査の際に書いた「踏査日記」 （一九九〇年代に新しく公開された）も、日本領有初期における実地調査の内実を窺うことができる貴重な史料であること、にある。さらに台湾に関する伊能の著作にも注目し ければならない。伊能の諸著作の中で台湾に関する著書は一〇冊以上に及
ぶ
）7
（
。総督府の依頼を受け、総督府名義で
出版されたものもあるが、伊能が自費出版したものも少なくない。また、この時期、伊能は自らの調査報告・見聞などを頻繁に雑誌・新聞に投稿しており それ 膨大な数に及ぶ。　
第三は台湾を後にして、故郷遠野に帰った時期である。台湾から
引き揚げたとはいえ、台湾総督府との関係が断 れたわけではなく、その後も総督府の「蕃務」に関する調査及び編纂事務に従事し、台湾旧慣調査会と台湾蕃務会議のために二回台湾に出張 。台湾総督府関連の仕事以外に、伊能は台湾で蒐集した膨大な史料の整理を進めた。また、その傍らで後進の指導と郷土史研究にも努め
た
）8
（
。各
地で調査をしたり 講演をしており、この時期、郷土研究 関する著作も数多く遺 ている。そして、一九二五年八月 台湾で感染したマラリアの後遺症が再発して、翌月三〇日に死去した。　
松田氏は「人類学者」伊能の「蕃人調査」の成果に焦点を当て、
博覧会における「帝国主義の要素」を描き出した。確か 当時最先端の学問である人類学を身につけて、台湾総督府における唯一の人類学者として、 「台湾原住民にかかわる領 前期 調査・研究 主要な場面に、伊能は登場しつづけた
」
）9
（
。しかし、伊能の生涯からも
わかるように、幼少期から勉強してきた学問的基盤と、約六年間、新聞・雑誌編集の仕事を通して養ったマスメディアの経験、およびジャーナリスト的な性格を除いて「伊能嘉矩」を論ずることは一面的である。また、松田氏は従来あまり言及され いない伊能と博覧会とのつながりに光を当てたが 厳密に言うと、伊能の初めての博覧会経験は第五回内国博ではなかった。　
一九〇〇年、フランスは新しい世紀を迎え、去りゆく一九世紀を
回顧するために、パリ万国博覧会 開催した。このパリ万国博覧会は日本にとっても、特別な意味があった。 ぜなら、それは、一八九五年に台湾を領有することになって、最初の万国博覧会だったからである。 「帝国日本」を世界に宣伝するため、最初の植民地―台湾に関して出展するこ は必要不可欠 課題で そこで、台湾総督府は、一八九七年から出品物取調委員を任命したり 約八万八百円の予算を編成するなどして、様々な方面から準備に着手した。五三種類の総督府出品品目の中 は、 「蕃俗図画」 「蕃産物標本」の項目が見られる。　
伊能の履歴書と台湾総督府文書を照合してみると、伊能は一八九
八年一一月二八日に「病気ニ付職務ニ耐エ難ク」という理由で総督府に事務解除を申し込んでいることがわかる。そして、一二月一日に総督府は伊能の願い通り嘱託を解き、 「事務勉励ニ付為慰労金七十円ヲ給与」してい
る
）（（
（
。このことから、伊能が台湾総督府の一員と
して一九〇〇年のパリ万博に参与していない 明らかになる。
博覧会はいかに伝えられたか
五一
　
ところが、あらためて伊能の履歴書を確認すると、 「職業履歴」
欄に「明治三十二年一月ヨリ八月マテ
　
東京帝国大学理科大学人類
学教室ノ嘱託ヲ受ケ仏国巴里ニ開設スベキ万国博覧会ヘ出品スベキ台湾蕃人ノ部ヲ整理ス」との記述があ
る
）（（
（
。尋常師範学校中退の伊能
は、大学卒業の学歴を持っているエリート官僚とは違い、大学とは縁がないはずである。それにもかかわらず、彼が東京帝大理科人類学教室から嘱託された理由は、 『千九百年巴里万国博覧会臨時博覧会事務局報告』官庁出品担当者の箇所 ら判明する。そこには、文部省に所属していた東京帝国大学 科大学（人類学）坪井正五郎の名前が見られ
る
）（（
（
。前述のように、伊能は台湾に渡航する前、坪井
正五郎のもとで人類学を勉強していた。そして、一八九九年一月、前年の台湾における長期間の実地調査を踏まえ、その成果である「蕃人事情復命書」を民政長官に提出した。これが人類学啓蒙の師―坪井正五郎に認められ、パリ万博に際し「台湾蕃人の部」のを任せられたのである。史料の制約から、パリ万博において伊能が果たした役割を具体的 追求することは出来ない 、彼が東京大学理科大学人類学教室嘱託として出品物 整理 あたり、これ 通してパリ万博と間接的に関わったことは間違いない。こう 伊能は「出陳展示」側に立って、初めて博覧会と接した。この経験は以後の伊能の博覧会観の形成 多大な影響を及ぼしたことで ろう。　
一八九九年一二月、伊能は再び台湾に戻り、台湾総督府雇員とし
て働きはじめ
た
）（（
（
。その後、総督府における勤務以外にも、地理・歴
史調査のために数回、実地調査をおこなっている。また、この頃、伊能は台湾 漢民族系住民に対して系統的 研究調査を行なう民間機構「台湾慣習研究会」 （一九〇〇年発足）および政府機構「臨時台湾旧慣調査会」 （一九〇一年発足）の幹事に就任しており、著作の中で「漢人旧慣関連」 の割合が増えていく傾向が見られることが従来の研究でも指摘される。　
そして、パリ万博開催の二年後の一九〇二年五月に、翌年大阪で
開催される予定の第五回内国博のため、伊能が台湾総督府博覧会委員に任命 たことに着目すべきである。第五回内国博は、一八七七年以降行なわれた内国博の系統を受け継ぐ政府主催の博覧会であった。しかし、この博覧会 は、吉見俊哉氏が指摘している 覧会の三要素、すなわち「余興の取り入れ」 、 外国の参加」 、 「植 地の展示」など、従来の内国博では見られない要素が多く含まれている
）（（
（
。その中で、伊能が所属していた台湾館は、言うまでもなく「植
民地の展示」を担当するものであった。伊能は当時、台湾総督府における台湾「蕃人」研究の第一人者であったから、そ 主な担当が「蕃人」に関する陳列であったことは間違いない。台湾館後半部の余興関連施設を除いて、前半部の官庁出品陳列場におけ 伊能 担当陳列面積の比重は決し 低くなかった。また、出品総数 見ても、計十三人で構成された台湾総督府博覧会委員会において、伊能が担当した箇所は比較的多かったものと推定でき
る
）（（
（
。
　
台湾館において伊能が担当した「蕃人土俗」に関する出品の内訳
五二
を見てみよう。まず、台湾蕃人の全体像を描くため、最初に台湾の蕃社の戸数と人口に関する統計を掲げていた。つぎに、実地調査を通して成し遂げられた初の台湾全島「蕃人」の人類学的な分類法が紹介された。また、台湾「蕃界」の実態 そ まま復元できるように、各族の風俗、家屋 倉庫、自然風景などの写真とともに、日常の衣服類、飲食器、農耕器 工芸品、楽器をはじめ、狩猟 際の武器、盛装の際のアクセサリー、祭儀の際の祭具に至るまで、様々な実物展示も用意されていた。こう て伊能が力を込めて演出した「蕃人土俗」のディスプレイは、台湾館の展示物の中で最も「注意周到
」
）（（
（
、 「殆ど遺漏なきが如し
」
）（（
（
などと、好評を得ていた。
　
以上の内容をまとめてみると、伊能は東京理科大学人類学教室の
嘱託として、出品物の整理を通し、間接的に一九〇〇年のパリ万国博覧会に参与した。また、台湾総督府第五回内国勧業博覧会委員会の一員として、台湾館「蕃人土俗」の部分を担当し、直接に第五回内国博に参加 た。そ て、伊能 担当箇所である「蕃人土 」は一般のマスメディアだけでなく 台湾に関してある程度の知識を持っている台湾協会の成員からも高い評価を得た。　
では、一般人では決して簡単に体験できない博覧会の出品展示経
験を持っていた伊能の目に、当時の博覧会はどのように映っていたのであろうか。
二．対象別の第五回内国博記事
　
前述したように、伊能は八〇篇に及ぶ博覧会関連記事を残した。
記事の内容は、伊能が実際に出品展示を担当していた第五回内国博（一九〇三年）と、実質的にこの博覧会を受け継いだと思われる東京勧業博覧会（一九〇七年）に分けられる。伊能が投稿した雑誌・新聞記事のリストを見れば 投稿先によって記事内容に差異があることが容易に確認できる。伊能は読者の違いに応じて記事内容を細かく使い分けていたの あ 『岩手学事彙報』 、 『台湾日々新報』 、『台湾慣習記事』 、 『岩手毎日新聞』 『東京人類学雑誌』といった多様な新聞・雑誌には、伊能が執筆した博覧会関連記事が掲載されいる。異なる対象に向けて、如何に博覧会を伝えていたのであろうか。　
第五回内国博に関する伊能の投稿記事は、 『岩手学事彙報』 、 『台
湾日々新報』 、 『台湾慣習記事』に掲載されており、それぞれ「博覧会（一
～
七） 」 、 「大阪みやげ（内地人の目に映ずる台湾館） 」 、 「風俗
上より見たる台湾館」のタイトルが付けられている。同じ第五回内国博であるにもかかわらず、媒体によって違うタイトルが付けられているのは、伊能が異なる読者を意識していたことを裏付 るもと言えよう。そこで、各媒体において伊能が描 博覧会像を見みよう。
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岩手県の教育関係者が主な読者である『岩手学事彙報』では、開
催地大阪の地理位置と歴史、時代背景をはじめ、博覧会の出品類別、第一部から第一〇部までの分類 各パビリオンの面積と外観などにわたって、博覧会に関して全体的な説明をしている。また、条約改正後、博覧会は単なる博覧会ではなく、列強との「無形」の戦争になったという考え方を紹介して、 「部類の下に府県別」のような展示方法を取った今回の博覧会は、第四回内国博よりも比較対照を行いやすいと強調し
た
）（（
（
。しかし、今回はじめて許された外国出品の陳
列と比べると、日本の陳列は「島国の小気象 小性格」の傾向があるとも指摘した。また、台湾館について 厳 い批判は見当たらないが、出品物の重心が農林に傾き、工芸と美術には見るべきも が少なく、機械類は皆無だ 指摘した。　
第五回内国博記事の中で最も注目すべきはつぎのような「博覧会
の観覧者」に関する記述である。
博覧会の来観者は必ずしも専門の知識を有する学者智者のみにあらず、否や寧ろ中流の水平線以下に位する野叟山客の来り会する者多かるべし、されば高尚にして而かも美文的な 解説書を附 の苦心経営よりも、順序あり系統ある排列の方法宜しきを得るの注意周到なるに如か
ず
）（（
（
。
　
この記述は、台湾館における伊能の担当箇所「蕃人土俗」が、一
番「注意周到」であると評価された要因を物語っている。伊能の観察によると、来観者は「千態万状、五百羅漢の活画を見 よりも猶
甚だし」い状態であった。そこで、伊能は陳列方法に誰でも理解できるような様々な工夫をしていた。また、この「千態万状」の来観者に対して、伊能はつぎのような疑問を呈している。
観覧者の悉く然りと言はず、然れども忌憚なく多数といふ、否や寧ろ過半数と言はん、此の過半の観覧者が、果たして此の博覧会により、何程の智識を把握し得し
か
）（（
（
。
　
毎日万の単位で見学に来た観覧者の中で、その過半数以上の人々
は博覧会観覧を通して何を得たのか。これは実際に出品陳列を担当した伊能だからこそ出せる質問である。そ て、約四ヶ月の間、博覧会の観覧者を観察した結果、伊能は、つぎに列挙するような結論を下した である。
　
「場を出づる者を観察せば、呆々然として只た左顧右眄に通過し去る者十の七八」「無意味なる添粧にのみ眼を留めて 其実物の本態を顧みざるもの、十の五六」「単に代価の高下にのみ目を注ぐに留め、其の製作の果たして価額と適合するやに考へ及べる者十の三四」「製作の意匠結構を研鑿し、之が適当な 利用発展の途に考ひ及ぶ者に至りては十の一二のみ、之を世界の趨勢に照合し、大に将来の発達改良を推覈 者 至りては、百中果たして一人の之れあるを見ず、千にして一、万に て一
」
）（（
（
　
すなわち、伊能によれば、博覧会の本意を理解し、展示品に対し
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てその利用発展まで考える者は一、二割しかいなかったというのである。あとの八割は展示品の値段だけに注目 たり、展示品よりも周辺にある装飾物だけに興味があったり、一体何を見たかすら分からなかったりといった「野叟山客」であった。博覧会の目的は「勧業」にあるにもかかわらず、来観者の八割以上が「未た真に博覧会の本領を了知せざるものの如く 乃ち之を認めて以て一種の公設的祭礼、若しくは真面目に近き余興 類となすに過ぎざるにあらざる」状態であった。博覧会の会場がまるで娯楽場 ようになってしまったことに対して、伊能は「博覧会 目的について主催側が反省しなければならない」と述べたが、 「来観者が展示物の説明不足追求 い」のも重視すべきだと指摘し、その原因は「一般教育の低度」にあると岩手県の教育関係者に訴えて 注意を喚起した。　
次に、 『台湾慣習記事』は総督府と深い関わりがあり準政府機関
の台湾慣習研究会の刊行物であり、主な読 は研究会の会員でた
）（（
（
。このような読者に向けて、伊能は博覧会全般ではなく、台湾館
に焦点をしぼって、 「風俗上より見たる台湾館 いう記事を五回にわたって投稿した。台湾館の公式的な案内書『台湾館』の「出品通観」によると、全ての陳列品は「官庁出品」と「人民出品」に分けられていた。しかし、伊能は陳列品を記事で紹介する際、このような分類法ではなく、博覧会 目的である「勧業」 （殖産興業）との関係の有無によって「本陳列品」と「参考品 二つに分けた。また、自分 専門分野の「風俗装置」に関する展示 説明し、これ
に対する評価も下した。中でも伊能が一番評価したのは、人類学の体質研究及び土俗学の研究に裨益がある服装の陳列であった。また、「度量衡に関する装置」の説明にあたっては、伊能は清朝統治時期における量衡制の紛乱を指摘し、台湾総督の度量衡調査による改正の実績を讃え
た
）（（
（
。これら「参考品」の出品物は実際には「九牛の一
毛」に過ぎず、 「勧業」とも直接なつながりはない 、 「従来皮相的な台湾紹介より比較的に大体を把握でき
」
）（（
（
、母国に台湾の真相も紹
介できるので、 「此の得を以て彼 失を償ふに余りあ」ると伊能は主張し
た
）（（
（
。
　
ここで見逃してならないのは、 『岩手学事彙報』の博覧会記事に
は見当たらなかった伊能の批判である。台湾館の建物に対して、伊能は『岩手学事彙報』で、 「輪奐の美に於いて或は乏しきものあらんも、材料堅緻結構都雅以て 台湾建造の一班を代表すべき価値あるを疑はざるなり」と述べたにもかかわら
ず
）（（
（
、 『台湾慣習記事』で
は「規模全く輪奐の美に乏しく、而して只是れ一私人 宗祠に属す、外観内容両つながら以て台湾に於ける建築物の特徴を代表するに足るものなし、知らず、此の無意味の建物を移 し、為に巨額の貲費を消耗するに至りしもの」と批判してい
る
）（（
（
。さらに台湾館では「台
俗二大弊風」と言われるアヘン「吸食」と女子纏足及び迷信的信仰が展示される予定であったが、当局者はこれら 展示は恥辱と思い、隠蔽を企て、展示を中止させ 。これに対して、伊能はアヘン「吸食」と女子纏足など、 「現有の風俗は事実で、故意に枉ぐべきもの
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にあらず」と主張し、当局者の隠蔽行為を「真相の抹殺」と見なして、 「偏狭な一部の当局者の愚見」 、 「笑ふべき俗吏の偏見」 、 「斯かる俗吏の偏見」など 、激 い言葉を用いて厳しく批判した。　
以上見てきたように、同じ第五回内国博に関する記事であるにも
関わらず、伊能は岩手県の教育関係者と準政府機関である台湾慣習研究会の会員に、それぞれ違う情報を伝えていたのである。岩手の人々には、台湾領有八年目とはいえ、日本帝国の新 な植民地台湾を紹介するよりも、博覧会のあるべき「姿」につい 理解してもらうほうが重要だと伊能は判断したのであろ 。それ故に、台湾館についての記事ではなく 博覧会の全体像が描かれた。また、読 は教育関係者なので、過半数の観 者が博覧会 目的を理解できない原因は「一般教育 低度」にあると博覧会と教育 関連性を指摘し教育現場に影響力を持つ可能性が 係 たちに訴えた。これに対して、台湾総督府の下級職員であり博覧 委員でもあった伊能は、準政府機関の人々 対しては台湾館における出品展示を分かりやすく紹介し、評価すべき箇所と自分の不満や改善すべき点を熱く語て、 『台湾慣習記事』を通して、第五回内国博における台湾館展示について反省を促そうとしたのである。
三．伊能嘉矩が描いた東京勧業博覧会
　
一九〇七年三月、東京府主催の「東京勧業博覧会」が開催された。
政府主催の次期博覧会のウォーミングアップとして開かれたものであり、会場面積、会期、出品者数、出品数などは第五回内国博に及ばなかったものの、入場者数では第五回内国博の五三〇万人を超え、六八〇万人に達した。政府に代わって東京府が主催した東京勧業博は、 「既往ノ内国勧業博覧会ニ比スレハ優ルアルモ劣ルコトナカルベシ」と評価された。また、すでに述べたように第五回内国博以後、「第六回内国博」あるいは「日本大博覧会」の計画が流産に終わったため、実質上 第五回内国博のあとを引き継いだのは、この東京勧業博覧会であった。伊能の八〇篇以上に及ぶ博覧会記事の中では、第五回内国博よりも東京勧業博覧会に関する記事が多く、投稿先も『台湾日々新報』 、 『岩手学事彙報』 、 『台湾慣習記事』の三つに『東京人類学雑誌』 、 『岩手毎日新聞』が加わり、計五つになった。　
伊能の東京勧業博覧会に関する記事には、第五回内国博の記事と
同様に、読者対象による使い分けが見られる 例えば、 『岩手毎日新聞』には台湾館について一〇回にわたる各展示物の詳しい紹介が見られるが、それに対して『台湾日々新報』には、台湾館に関する網羅的で、簡単な紹介しかない。しかし その代わり第五回内国博の時と同じように、当時「内地人」の ・台湾館に対するイメージが記されている記事―「台湾館の母国人観」が六回にわた 紹介された。　
ここで注目したいのは前回の博覧記事に見られない要素である。
先述したように、伊能は前回よりも多くの媒体に投稿し、投稿先に
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よる内容の使い分けも確認できるが、ほぼ全ての投稿先の記事に見られる記述もある。まず、一番目立つのは博覧会の展示を再構成していることである。　
当時一般の雑誌・新聞にも博覧会に関する記事は多数見られるが、
その内容は夜間開場、福引、演芸場の出演内容、音楽堂の演奏曲目などの余興関連記事と、外交官・大使・皇族の観覧情報、盗難やスリ問題、入場者数などの日々の出来事に関する記事が中心であり博覧会の展示内容そのものを紹介した記 は多くない。さらに、博覧会の展示を紹介する記事の内容も、 「会場毎、パビリオン毎或は部類毎」に紹介されてい 。す わち、主催側が用意していた展示をそのまま読者に伝えるだけなのである。　
これに対して伊能は「土俗」 ・ 「歴史」 ・ 「考古」 ・ 「教育」などの側
面から博覧会における様々な陳列物を再整理し、博覧会展示の再構成を図っている。伊能にとって勧業博覧会 第一 目的はもちろん「殖産興業」にあったが、それ以外に陳列物として展示すべきは「教育学芸上有益の出品」であった。したがって、各パビリオンに散在している一見、勧業・教育学芸と何の関連もない模像・石膏像・日本刀・饅頭なども伊能の整理を通すと、すべてが「歴史的取材」という一つのテーマにまとめ直されること なった。実際に『岩手毎日新聞』に投稿された「歴史的取材
　
その一・二」を見る
と、伊能は第一会場にある「太田道灌及び徳川家康 模像 と「東京全市模型」 、四号館の「江戸時代上水の路図」 、三号館の「呉織、
漢織両女の石膏像」 、一号館の「希臘工業の女神ベルス・アデネ、美術の男神アーナス・ビー石膏像」 、二号館の「鬼丸太刀、藤丸太刀、衛府太刀」 、 「正倉院宝劔、兵庫鎖太刀」 、 古式二方白星兜」「塩瀬饅頭」に対して、それぞれの「歴史的な意味」を説明し、相互に関連づけて、博覧会の展示を学問的に再構成しようと試みている。　
次に注目すべきは、伊能の記述が博覧会や陳列品の紹介に止まら
ず、その延長（当時の時勢と将来性）まで念頭に置いていたことである。雑誌『風俗画報』 総編集長山下重民は、同誌の増刊である『東京勧業博覧会図会』の論説コラムで、東京勧業博覧会における「出陳の遅れ」問題を取り上げて、 「博覧会は予告通りに三月二〇日に開催されたが、その時点には場内の陳列は五
～
六割に過ぎず、
観覧者権益を損なうだけではなく、準備中 ため観覧できない所が多すぎるため、混乱を招いた」と指摘してい
た
）（（
（
。同じような問題点
の指摘は伊能の記事の中にも見られる。すなわち「各館を通じて、陳列悉く未了に属し、場内に見らるる多くは、空函虚棚、恰も公売処分を受けたる大廈の中に入るの観あり」と記しているのである。しかし、伊能の場合、そ 問題点は山下のような「観覧者の権益」だけではなかった。伊能は、 「自ら世界的博覧会を以て標榜す 此施設が開場の劈頭、先づ時の不確守を中外に公告す、此種の公告果たして世界大国民の特質として誇るに堪ふべき現象 きや」と述べ、問題の根本は「日本人が時を守るの規律習慣を欠缺する」にあ
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ると批判し
た
）（（
（
。
　
また、一号館における教育学芸の陳列品に対して、一般の雑誌・
新聞は出品先や陳列品の羅列以外には、観覧者の反応などまでの内容しか載せていない。ところが、伊能は陳列品の中から「女子の技芸教育」と「児童玩具」の展示を取り上げ、それぞれに対して「華美に流れ驕奢に失し徒に絢爛霊巧を世に銜はんとするに腐心し、殆んど本然の範囲外 逸脱する」 か、 「種類が、
進
ママみを
教育的に近
づけつつあると同時に亦た甚だ華奢に過ぐるの傾向ある」などと指摘し、このままでは「斯かる形跡あ 教育の下に将来の良妻賢母を以期すべき
成マ
春マ
の女子を託し、斯かる傾向ある玩具を以て、第二の
国民たるべき児童 家庭の先入の主を作らば、岌々乎と て心を国運の前途に寥ふせざるを得ぬ である」と主張し
た
）（（
（
。
　
さらに、台湾館における茶の展示に関する記述についても、同じ
ような傾向が見られ 。当時、台湾館 展示総責任者であった月出皓が編集した『東京勧業博覧会台湾館』は、館内の展示 つい 最も詳しく説明 ていると考えられる著作であるが、その中の「茶」の箇所を確認すると、烏龍茶や包種茶の産地をはじめ 作り方、効果、最大需要地、輸出量に至 までが詳しく記されてい
る
）（（
（
。しかし、
伊能の記事はそれをさらに上回っており、 「未来の勁敵た 印度セイロン茶 有力なる競争が侮 べからずであるから、新領土 富源維持上、益々改良の一途に努力せねばな ぬ」と記し、将来の競争にまで言及してい
る
）（（
（
。
　
以上をまとめてみると、伊能は博覧会とその陳列品の表面的な部
分だけでなく、それぞれを当時の日本及び世界の時勢という横軸と、その将来性という縦軸に置いて検証し、博覧会という場の枠を越えて、博覧会の展示に新たな解釈を加えていることがわかる。　
さらに、第五回内国博との比較を試みていることも、伊能の東京
勧業博覧会記事 特徴である。伊能は台湾総督府の博覧会委員として、博覧会が開場される約二ヶ月前の一月八日に総督府に任命され、大阪に向かい、六月二五日まで大阪に滞在していた。第五回内国博開会前の事前準備から約五ヶ月の間、第五回内国博を観察していた。では、伊能にとって、この二つの勧業博覧会の間には果たして如何なる差異があったのか。　
まず、会場にある各パビリオンについて。第五回内国博の建物の
大きさは東京勧業博覧会の約二倍であったが 「各館概して同一形式にして、其の間に些の変化を見ず、一律なる単調、先づ観る者の目を飽か めたり」という傾向があった。それに対して 東京勧業博覧会については「全く様式を殊別にし、観覧者をして場内の出品に目を驚かさしむる以前に外囲の建物の趣味多きに喫驚せしむるに足る」と、博覧会の成長を肯定した。しかし、 「神髄のな 模倣」が「虎を描がきて反つて狗に類するの滑稽を脱却する 得べきや」とも唱え
た
）（（
（
。
　
次に、生産工芸上の進歩に対して、その顕著な発達は「欧米に比
して、決して遜色なき」と高く評価したが、結構組織に対しては、
五八
第五回内国博と同じように、 「其の多くに於て島国的なる局促の分子を脱出する能はず」と指摘し
た
）（（
（
。さらに、博覧会における装飾に
ついては、 「確かに第五回内博の当時に比して優越なる一歩を進めり」と評価する一方で、装飾の「副貳以上」 （勧業や教育目的以外）の濫用は「主要目的を没却せしむる」恐れがあると注意を促した。　
第三に取り上げたいのは、東京勧業博覧会第一号館における教育
学芸展示である。上述したように一般雑誌・新聞の教育学芸展示関連記事は、出品先、陳列品の羅列及び来観者の反応程度 内容 とどまっていた。学生時代から教育に興味を表していた伊能は、東京勧業博覧会の教育学芸展示を厳しく批判した。伊能 よると、第五回内国博における の出品は、不完全ながらも「教育館 の一カ所に網羅されていた。これに対して 東京勧業博覧会の主催側である東京府は、日露戦後の人文の発展 第一の要務としたにも拘らず、 「自ら退歩を示して僅かに第一号館内の一部 教育学芸関係の出品を陳列せしにすぎざる」状態であった。また、陳列出品に対しても、伊能は「陳套旧態の再顕 過ぎぬ」 、まる 「帝都に於ける一種の教育品骨董店である」と指摘
た
）（（
（
。以上見てきたように、
伊能は東京勧業博覧会の展示だけに止まらず、第五回内国博との比較を通して、博覧会の展示を時間軸に置き、その連続（因習）と断続（成長あるいは改悪）を明らかにした。　
最後に博覧会における「余興」に対する伊能の態度を取り上げよ
う。一八七七年に開催された、政府主催の初めての内国博の案内
『明治十年内国勧業博覧会場案内』には、 「徒に戯玩の場を設けて遊覧の具となすにあらさるなり」との記述が見られる。すなわち、政府は意図的に「博覧会」から「見世物」の性質を取り除こうとしていた。ところが、一九〇〇年のパリ万博の際に、日本の万博事務局は博覧会を盛況にするため 、歓楽場 どの見世物興行が誘客の手段の一つとして博 会経営上不可欠であり、重要な収入源であることを認め
た
）（（
（
。そして、この新たな認識は、早くも一九〇三年の第
五回内国博に取り入れられ、ウォーターシュート、不思議館をはじめ、様々な見世物興行が行わ
た
）（（
（
。伊能は博覧会委員として、第五
回内国博に参加した際、すでに余興の導入に対して「博覧会は終に日永の娯楽場たるに過ぎさるへく、一種 お祭り騒ぎと択はさるへし」と指摘し
た
）（（
（
。
　
博覧会の余興導入に対して、その不適切性を指摘したのは伊能だ
けではなかった。前記の山下重民も博覧会 余興に対して「博覧会に大必要なるものにあらず」 「勧業の目的物たる陳列品を歴覧せしむる時間を殺くの嫌あり」と、これに反対する態度を つつ、「経済上景気を添へ入場者を多からしむるの必要もあるべければ、姑く歩を譲りて場内に置くこととし」と妥協的な態度を示してい
た
）（（
（
。
また、すでに述べたよう 、一般の雑誌・新聞の報道では、 覧会の展示よりも、むしろ夜 開場 福引、演芸場 出演内容、音楽堂の演奏曲目などの余興関連記事と、外交官・大使及び皇族の観覧情報、盗難及びスリ問題 毎日の入場者数などの日々の出来事記事の
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方が中心であった。　
このような時勢に対して、伊能は最後まで博覧会の目的が「勧
業」にあると強調した。実際に伊能の記事を確認すると「殖産興業」及び「教育学芸上有益の出品」関連の内容以外の記述がないことが明らかになる。換言すれば、変貌しつつあった博覧会の目的及びその性格に対して、伊能の態度は終始一貫していた。したがって、伊能は初期の政府と同じように、博覧会における「余興」の要素を意図的に排除したのであろう。 は自らの筆で「勧業」博覧会のあるべき姿を雑誌・新聞記事のような紙媒体を通して人々に伝えので 。
おわりに
　
本稿では伊能の出身、学問、専門、経歴をふまえて、伊能の雑
誌・新聞投稿記事の中の博覧会関連記事を紹介し、論じてきた。能の学問的基盤や興味 ある学問分野を見れば、台湾原住民に関する研究が決してすべてでなかったことは明らかである。確かに伊能は台湾総督府における早期台湾原住民研究の第一人者であり、第五回内国勧業博覧会の際に台湾館における「蕃人土俗」の出品展示を担当していたのも事実である。しかし、伊能の博覧会関連記事 みると、伊能は専ら自分の担当箇所である「蕃人土俗」を強調し、博覧会における「帝 主義の要素」を読者たち 伝えようとしたわけ
ではなかった。　
伊能の第五回内国博記事を通して、伊能がすべての読者対象に対
して同じ情報を送り込むような方法をとっていないことが分かった。そのため、伊能 対象によって与えるべき情報が同じではないと主張し、それぞれにとって必要な情報だけに重点を置き、伝えていた。東京勧業博覧会の時 伊能はこの方針を貫いた。　
さらに各投稿先には新たな共通要素も見られた。伊能は第五回内
国博記事の中で「製作の意匠結構を研鑿し、之が適当なる利用発展の途に考ひ及ぶ者に至りては十の一二のみ、之を世界の趨勢に照合し、大に将来の発達改良を推覈する者に至りては、百中果たして一人の之れあるを見ず、千にして一、万にして一」と指摘し
た
）（（
（
。した
がって、伊能は東京勧業博覧会の際に自らの書いた文書 手本として当時変貌しつつ った博覧会の展示 、まず第一 、学問的に再構成しようと試みた。また第二に 博覧会という場 枠を超え、当時の日本及び世界の時勢という横軸とそ 将来性という縦軸に展示を置いて検証し、新たな解釈を加え 。さらに第三に、展示を過去・現在・未来という時間軸に置いて、連続（因習）と断続（成長あるいは改悪）を明らかにし 。換言すれば、伊能は台湾、岩手にいる様々な読者層に対して、博覧会の観覧方法を示し、注目すべきは博覧会の表面だけではない 唱えたのである。　
さらに、伊能は初期の政府と同じように、博覧会における「余
興」の要素を意図的に排除した。伊能の博覧会関連記事の検討を通
六〇
じて、伊能にとって、博覧会展示の目的が「殖産興業」及び「教育学芸上有益」にあることが明らかとなった。　
伊能が執筆した全ての記事を検討してみた結果、伊能が「帝国的
な視線」だけで博覧会 おける「帝国主義の要素」に言及していたわけではないことが明らか なった。伊能は目的及び性格が変貌しつつあった博覧会会場における展示を自らの筆で再整理・再構成し、「勧業」博覧会のあるべき姿を雑誌・新聞記事のような紙媒体を通じて人々に伝えていたのである。＊
  本稿中に用いられる「蕃人」 、 「蕃俗」 、 「内地」 、 「本島」などの差別用語・名称は歴史的用語として使用するものである。筆者の価値観を表現するものではない。
　　
註
（１）
 
國雄行『博覧会の時代
　
明治政府の博覧会政策』岩田書院、二〇〇五年、
一六三頁。
（２）
 
松田京子『帝国の視線
　
博覧会と異文化表象』 、吉川弘文館、二〇〇三
年。
（３）
 
伊能嘉矩という名前の読み方について、一八八三年に書かれた伊能の自
叙伝「鹿之狸自叙伝」のタイトルから推測すると、鹿（か）之（の）狸（り）＝嘉（か）矩（のり）という読み方になる。また、伊能のペンネームとしてＫ． Ｉ． やＫＩ生やケ アイも使われている。それは、イノウ
　
カ
ノリの頭文字「Ｋ（嘉矩） 、Ｉ（伊能） 」と思 る。これに対して、Ｋ．Ｉ． ほど頻繁ではないが、伊能はたまにＹ． Ｉ． というペンネームも使って
いる。Ｙ． Ｉ． の場合はもちろんイノウ
　
ヨシノリの頭文字「Ｙ（嘉矩） 、
Ｉ（伊能） 」になるであろう。また、伊能の学友―鳥居龍蔵の「日本人類学の発達」の中に、伊能嘉矩があげられて、そのルビを見れば、 「いのうよしのり」と書いている。しかし、イノウ
　
カノリという読み方が一般的
である。
（４）
 
荻野馨『伊能嘉矩
　
年譜
　
資料
　
書誌』遠野物語研究、一九九八年。
 
（５）
 
これまで伊能嘉矩と台湾総督府の関係が言及される際には、よく台湾総
督府官僚―伊能嘉矩と呼ばれてきた。しかし、伊能の役職を見れば、それは決して政策に直接影響力を持つ中・上級の役職 はなかった。なぜなら、日本官僚制度の中 は、雇員・嘱託の項目がない 伊能が最初に任命された「雇員・嘱託」は一般的に「文官・官吏 などと呼べないからである簡単に説明すれば、 「雇員・嘱託」は現在における「アルバイト」に該当する存在であった。 たがって、本稿で 岡本真希子氏の『植民地官僚政治史
　
―朝鮮・台湾総督府、帝国日本』の中でも使われている「下級職
員」という呼び方を用いることにした。
（６）
 
伊能の台湾に於ける実地調査は以下のように分けられる。
　　
蕃人関係‥
　　
一八九六年七月から翌年四月までの断続的な淡北方面平埔族調査
　　
一八九六年一〇月の二四日間にわたる宜蘭地方の平埔族調査
　　
一八九七年五月から一二月まで一九二日に及んだ長期間実地
　　
歴史・地理関係‥
　　
一九〇〇年一月三貉社に歴史・地理調査
　　 　　　
五月アジンコート島に産業調査
　　 　　
七月歴史・地理教科書編纂資料収集のために台南県下の調査
　　 　　
一二月同 、澎湖島調査
　　
一九〇二年一二月蕃人事情調査のため、苗栗、 中管内へ出張
（７）
 
伊能嘉矩の台湾に関する研究の書目は以下の通りである。
 
　『世界ニ於ケル台湾ノ位置』林書房、一八九九年、 『台湾蕃人事情』台湾
博覧会はいかに伝えられたか
六一
総督府、一九〇〇年（栗野伝之丞と共著） 、 『台湾志』全二巻、文学社、一九〇二年、 『台湾城志・台湾行政区志』台湾博文堂、一九〇三年、 『台湾年表』台湾琳瑯書屋、一九〇三年（小林里平と共著） 、 『台湾蕃政志』台湾総督府民政部、一九〇四年、 『台湾ニ於ケル西班牙人』自費出版、一九〇四年、 『領台始末』自費出版 一九〇四年、 『領台十年史』台湾新高堂、一九〇五 台湾巡撫としての劉銘伝』台湾新高堂、一九〇五年 大年表』台湾慣習研究会、一九〇七年 『大日本地名辞書』 湾之部、冨山房『伝説に顕れたる日台の連鎖』台湾新高堂、一九一八年。
（８）
 
なかでも一番有名なのは、日本民俗学の父と呼ばれる柳田国男である。
柳田は伊能が遠野に帰った翌年の八月に伊能を訪ねた。今確認できる柳田から伊能宛の手紙は一〇通あり、手紙の日付を見れば二人は一九一一年まで文通していたことが明らかで る。柳田 他に 後に東大の教授になった伊能一番の愛弟子である板沢武雄や、日本民俗学・口承文学研究に大きく貢献した佐々木喜善、遠野郷土館を開設した鈴木重雄などもその中に数えることができる。
（９）
 
松田京子「植民地主義と歴史の表象―伊能嘉矩の「台湾史」記述をめ
ぐって―」 『日本史研究』第四六二号、二〇 一年、六二頁。
（
10）  『台湾総督府公文類纂』乙種永久保存第三四七冊。
（
11） 
伊能嘉矩「履歴書」台湾大学深化台湾核心文献典蔵数位計画。
（
1（）  『千九百年巴里万国博覧会臨時博覧会事務局報告』農商務省、一九〇二年、七四八頁。報告書の中では坪井正五郎ではなく、坪井庄五郎となっているが、 「東京大学理科大学人類学」から判断すれば 同一人物だ 思われる。
（
13）  『台湾総督府公文類纂』永久保存（追加）第四四八冊。
（
14） 
吉見俊哉『博覧会の政治学』講談社、二〇一〇年、三〇～三一頁。
（
15） 
官庁出品総数一〇九〇点の中で蕃俗関連の出品は約三〇〇点を数えるこ
とができる。言い換えれば、総督府出品陳列物中の約二八パーセントの担当者は伊能であった。
（
16） 
呂紹理『展示台湾
　
権力、空間与植民統治的形象表述』麦田出版、二〇
〇五年、一三四頁
  。
（
17）  「台湾館」 『第五回内国勧業博覧会総説博覧会案内』金港堂、一九〇三年、九八頁。
（
18）  「従来の博覧会に於ける陳列の方法は主として府県を単位と為し、一府県の出品は悉く一区域に分割して陳列セ氏が故に、之により容易く一地方に局限せられし形勢の知悉を為す外には、比較対照の便を得るに缺如したりき」 （伊能嘉矩「博覧会四」 『岩手学事彙報』六四九号、一九〇三年、二九頁）という の指摘に即して、実際に『第四回内国勧業博覧会事務報告書』を調べてみれば、確か 「各館陳列区域ハ五畿八道ノ区画ニ従ヒ設計シタルモノ」が見ら る。 （ 「出品排列区画」 『第四回内国勧業博覧会事務報告』第四回内国勧業博覧会事務局、一八九六 七六 ） 。しかし、さらにさかのぼってみれば、 『第三回内国勧業博覧会事務報告』の出品主心得に、 「出品は部類を分ち無数の品物と一つの場所に集め、部に拠り類に従ひ、府県順にて之を陳列し、混雑 患を防ぎ比較対照の便を与へ、出品主をして各々自ら拵へたる品物の善悪損徳を一目の下に知り、意匠 技術を闘わし、勉めて意を実益に注がしめんとす にあり」と 記述がある
（ 「出品主心得」 『第三回内国勧業博覧会事務報告』第三回内国勧業博覧会事務局、一八九一年 二〇七頁） 。したがって 第四回と第五回の出品陳列方法に差があるのは確かであるが、 「部類の下に府県別」 いう対照」重視の陳列方法は第三回内国勧業博覧会の際にすでに行われた 思われる。
（
19） 
伊能嘉矩「博覧会四」 『岩手学事彙報』六四九号、一九〇三年、二八頁。
（
（0） 
伊能嘉矩「博覧会七」 『岩手学事彙報』六六〇号、一九〇三年、二九頁。
（
（1） 
同前。
（
（（） 
台湾慣習研究会は一九〇〇年に成立された会費制の民間の研究機構であ
るが、会頭と副会頭を務めたのは台湾総督の児玉源太郎と民政長官の後藤新平であり、委員の中には岡松参太郎、愛久澤直哉など後の臨時旧慣調査会の代表的な人物の名前が見ら また 台湾総督府文書の中に、台湾
六二
慣習研究会に関する研究調査書類の閲覧とその内容を掲載する特別許可がくだされた記録が残っている。それ故に、台湾慣習研究会は総督府と深い関わりがある準政府機関と見なされている。
（
（3） 
伊能嘉矩「風俗上より見たる台湾館三」 『台湾慣習記事』第三巻第八号、
一九〇三年八月、七七一頁。
（
（4） 
伊能嘉矩「風俗上より見たる台湾館一」 『台湾慣習記事』第三巻第六号、
一九〇三年六月、五〇一頁。
（
（5） 
伊能嘉矩「風俗上より見たる台湾館五」 『台湾慣習記事』第三巻 一〇号、
一九〇三年
  一〇月、九八一頁。
（
（6） 
伊能嘉矩「博覧会五」 『岩手学事彙報』六五一号、 九〇三年、一五頁。
（
（7） 
伊能嘉矩「風俗上より見たる台湾館一」 『台湾慣習記事』第三巻第六号、
一九〇三年六月、五七五～五七 頁。
（
（8）  『東京勧業博覧会図会』 （ 『風俗画報』増刊） 、第二編、東陽堂、一九〇七年、一～二頁。
（
（9）  「花の博覧会
　
第二枝」 『台湾日々新報』一九〇七年三月三〇日。
（
30）  「東博瞥見
　
二〇」 『岩手毎日新聞』一九〇七年七月七日。
（
31） 
月出皓編『東京勧業博覧会台湾館』東山書屋、一九〇七年、二四～二五
頁。
（
3（）  「東博瞥見
　
二九（二八） 」 『岩手毎日新聞』一九〇七年七月二六
（
33）  「花の博覧会
　
第三枝」 『台湾日々新報』一九〇七年四月二日。
（
34）  「花の博覧会
　
第四枝」 『台湾日々新報』一九〇七年四月三日。
（
35）  「東博瞥見
　
二〇」 『岩手毎日新聞』一九〇七年七月七日。
（
36） 
國雄行『博覧会と明治日本』吉川弘文館、二〇一〇年、一五九頁
  。
（
37） 
ウォーターシュート、不思議館などの代表的な余興以外に 演舞会、能
狂言、武術会、競漕大会、煙花大会、軽気球、流灯、各種行列（古代行列、甲胄行列など） 、祝灯、高処装飾、一斉万歳、楽隊 地方祝日（籤引きなど） 、万僧供養、船渡御、豊公遺物展覧会、軍艦観覧、大動物園、生花大会な があげられる（ 『大阪と博覧会』第五回内国勧業博覧会協賛会編、
一九〇二年、一五八頁） 。
（
38） 
伊能嘉矩「博覧会七」 『岩手学事彙報』六六〇号、一九〇三年、三〇頁。
（
39）  『東京勧業博覧会図会』 （ 『風俗画報』増刊）第四編、東陽堂、一～二頁。
（
40） 
伊能嘉矩「博覧会七」 『岩手学事彙報』六六〇号、一九〇三年、二九頁。
